
報告事項及び議事事項の概要

第16回富士山世界文化遺産協議会の報告事項及び書面による決議に伴う議案の概要

は、次のとおりとなります(詳細は、各資料を御確認ください)。

【報告事項】

報告１ 新型コロナウイルス感染症影響調査について（資料１、資料１-２）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を強く受けた令和３年度の富士

山開山期における、各登山道の五合目以上の山小屋及び登山ガイド等が受けた経

営面及びその他対応面での影響を把握するとともに、令和２年度に実施した「富

士登山に関する意識調査」がどのように変化したか調査・分析を実施し、結果を

取りまとめたので報告する。

報告２ 富士宮口五合目来訪者施設整備事業の状況について（資料２）

令和３年度に遺産影響評価を実施し、第15回富士山世界文化遺産協議会(令和

４年３月)において承認された、富士宮口五合目来訪者施設(供用開始目標令和10

年度)については、現在、静岡県において基本設計を進めており、現時点におけ

る進捗状況について報告する。

報告３ 富士スバルラインの洞門等の整備について（資料３）

富士スバルライン(富士山有料道路)において、山梨県が主体となり、雪崩対策

のために、未対策箇所９箇所のうち優先順位の高い２箇所の洞門を整備していく

予定としている。このため、令和５年度において遺産影響評価部会を開催するこ

とから、スケジュール及び当該部会の構成メンバーについて報告する。

報告４ 富士山利用者負担制度の検討状況について（資料４、資料４-２）

令和４年度において、富士山保全協力金利用者負担専門委員会等を通じて検討

を重ね、技術的課題や政策的課題について整理した。このため、これまでの検討

状況や今後の対応について報告する。

【議事事項】

議案１ 来訪者管理計画の見直し検討体制及びスケジュールについて(案)（資料５)

・ユネスコ世界遺産センターへ提出した来訪者管理戦略に基づき、来訪者管理計

画では、上方の登山道の収容力の調査研究結果を踏まえ、「望ましい富士登山

の在り方」の実現のための指標及び水準を設定するとともに、水準の達成を目

的とした対策及びモニタリング方法等を具体的に定めている。

・当該計画は、平成27年を起点として、概ね５年毎に、施策及び指標の評価・見

直しを行い、来訪者管理の着実な前進・改善を図ることになっている。

・このため、令和７年度を始期とする次期来訪者管理計画の見直しを行うための

検討体制やスケジュール(案)について諮る。

（別紙）



議案２ 令和３年度経過観察指標に係る年次報告について（資料６）

・世界遺産「富士山」においては、「ヴィジョン・各種戦略」に定めた経過観察

指標の拡充・強化及び「富士山包括的保存管理計画」に定めた観察指標に基づ

き、モニタリングを実施している。

・富士山世界文化遺産協議会は、年１回、モニタリング結果の報告書を作成し、

学術委員会の助言や、作業部会の意見を踏まえ、協議会の承認を得ている。

・構成資産及び周辺環境に対する負の影響が確認又は予見されていないとする年

次報告書について諮る。

議案３ 令和４年度事業報告及び収支決算(見込)について（資料７、資料８）

・富士山世界文化遺産協議会(１回)、作業部会(２回)、学術委員会(２回)、利用

者負担専門委員会(１回)及び利用者負担専門委員会ワーキング(３回)を開催

した。

・富士山登山者数平準化等促進業務において、富士山における著しい混雑の緩和

のため、より多くの方に閲覧してもらえるように新たに 30 秒動画を作成した。

また、当該動画を動画掲載サイトや検索サイト等を活用した積極的な広報を行

うとともに、混雑予想カレンダーを作成して広く周知を図った。

・富士山における新型コロナ感染症の影響を把握するため、新型コロナウイルス

感染症影響調査を実施し、今後の施策に活かしていくために報告書を取りまと

めた。

・令和５年に富士山が世界文化遺産に登録されてから 10 周年を迎えることから、

機運醸成の一環として、記念ロゴマーク及びＰＲ動画(30 秒版及び５分版)を

作成した。

・上記により、令和４年度予算額 23,996 千円に対し、16,732 千円の支出を行っ

た本年度事業報告及び収支決算(見込)について諮る。

議案４ 令和５年度事業計画(案)及び予算(案)について（資料９、資料 10）

・令和５年度事業計画においては、来訪者管理に係るモニタリング、混雑平準化

等動画の動画掲載サイト等を活用した積極的な広報、世界遺産登録 10 周年式

典開催に係る経費、普及啓発(ホームページの運営、パンフレットの配布)等を

実施する。

・上記により、令和５年度事業計画(案)及び予算(案)について諮る。


